
図版41 縄文時代早期遺物包含層出土土器⑦
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図版42 縄文時代早期遺物包含層出土土器③

-146-



「
Q2糞2J 2釧

|●く
234

●244L

硯
鰭
亀

図版43 縄文時代早期遺物包含層出土土器⑨
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図版44 縄文時代早期遺物包含層出土土器⑩
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縄文時代早期遺物包含層出土土器①
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図版46 縄文時代早期遺物包含層出土土器⑫
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図版47 縄文時代早期遺物包含層出土土製品
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図版48 縄文時代早期遺物包含層出土石器①
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図版49 縄文時代早期遺物包含層出土石器②
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図版50 縄文時代早期遺物包含層出土石器③
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図版51 縄文時代早期遺物包含層出土石器④

-155-



縄文時代早期遺物包含層出土石器⑤
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図版53 縄文時代早期遺物包含層出土石器⑥
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図版54 縄文時代早期遺物包含層出土石器⑦
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第Ⅳ章 弥生・古墳時代についての調査

アカホヤ火山灰層上面において、A区 より弥生
0古墳時代に該当する遺構が検出された。検出

された遺構は、竪穴住居跡が 5軒 0土坑が 1基である。検出された遺構の位置関係については、

第153図 に示すとおりである。遺構は、アカホヤ火山灰層より下位の層まで掘り込んで造られて

いた。そのため、埋土中に縄文時代の遺物と弥生・古墳時代の遺物が混在していた。

以下、遺構ごとに詳述する。なお、遺構から出土した遺物の観察表
0計測表については、第

14015表 に示す。

第 1節 竪穴住居跡
SA口 1

A区の東に位置する。プランは長方形であるが、南西側の壁の一部が張り出す形態となってい

る。規模は長軸5。 12m、 短軸3.58m、 検出面から床面までの深さは0。 26mである。柱穴は長軸

方向に2本、南壁の近くに2本確認された。柱穴の規模は、径0。 32～ 0。 40m、 深さ0。 44～ 0。 70

mである。埋土中から弥生土器片数点が出土した。しかし、出土した土器は細片がほとんどであ

り、図化できるものが少なかつた。

1・ 2は甕の口縁部である。 102と もに口唇部は平坦である。 3は高杯の脚部である。脚端部

はヨコナデにより凹面状にくぼむ。

第153図 A区竪穴式住居群配置図 (S=1/300)
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第154図 SA… 1実測図 (S=1/60)、 及びSA‐1出土遺物実測図 (S=1/3)

SA-2

A区のほぼ中央に位置する。本住居址はsA-6を切る形で検出された。プランは略正方形であ

る。規模は長軸5。 25m、 短軸4.76m、 検出面から床面までの深さは、0。40mで ある。柱穴は4

本確認された。柱穴の規模は、径0。 20～ 0。 35m、 深さ0。 42～ 0。 50mで ある。住居中央部から

炭化物に混じり焼土が検出された。埋土中から弥生土器片。土師器片が混在して出土した。

しかし、4本主柱をもつ略正方形プランの住居であることやSA-6を 切つていることを考慮す

ると、本来SA-2に 帰属する遺物は土師器片であったと思われる。SA…2から出土した弥生土器片

は、本来SA-6に帰属する遺物であろう。遺物の中には住居の床面から出土した遺物もあったが、

いずれも細片で図化できる資料はなかった。

4～ 7は甕である。4は胴部中位に最大径をもつ甕である。頸部に明瞭な稜線をもつ。口縁部

はほぼ垂直に立ち上がる。口唇部は舌状に薄く尖り、わずかに外反する。外面調整は口縁部から

胴部上位が縦方向の板状工具によるナデ、胴部下位が斜方向の板状工具によるナデである。内面

調整はナデである。5は 口縁部である。口縁部上位がやや肥厚する。屈曲部をもたないタイプの

甕と思われる。外面調整は口縁部が指オサエ、胴部がナデである。内面調整は口縁部がナデ、胴

部が横方向のハケメである。607は底部である。 6は平底である。接合痕から、粘土紐を輪上

にしてすえ、これをベースに底部を成形したものと思われる。調整は内外面ともナデである。 7

はわずかな上げ底を呈する。調整は外面がナデ・指オサエ、内面がナデである。8～ 10は鉢であ

る。 8の 口唇部は薄く、丸くおさまる。調整は内外面ともナデである。 9は浅鉢の口縁部と思わ
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SA¨ 2土層注記

①10YR3/1(黒褐色)
②10YR3/3(暗 褐色)

③10YR4/6(褐色)
④10YR3/2(黒 褐色)

□…焼土 □…炭化物が混じる土

L=83.10m

シルト質ローム 10YR3/3(晴褐色)シルト質ロームを1%、 炭化粒を5%含む。
シルト質ローム 10YR3/2(黒褐色)シルト質ロームを1%、 径0.5～ lcmのAh及び、5層 ブロックを
0.5%、 炭化粒を0.5%含む。(*こ の炭化粒は②層の下位へいく程多く含まれる。)

シルト質ローム 径0.5～ lcmのAh及び5層 ブロックを1%、 炭化物及び炭化粒を3%含む。
シルト質ローム 10YIM/6(褐色)シルト質ロームを5%、 炭化物及び炭化粒を3%含む。

第155図 SA‐ 2実測図 (S=1/60)

れる。調整は内外面ともヨコナデ・ナデである。10は上げ底の脚台もつ。口唇部はわずかに外反

する。胴部下位には接合痕が残る。調整は内外面ともナデである。11～ 15は小型丸底壺である。

11は平底の底部に粘土紐を付加することにより上げ底状の底部を成形したものである。調整は

内外面ともナデである。12は 内面に強い指ナデによる単位が明瞭に残る。13～ 15は 口縁部であ

る。いずれの調整もナデもしくはヨコナデである。13は精製された胎土で成形されている。16

は高杯の脚部である。明瞭な屈曲部をもつ。内面には、充填した粘土をナデつけたと思われる痕

跡が残る。外面調整はナデ、内面調整はシボリのちナデである。17は ミニチュア土器の底部で

ある。調整は内外面ともナデである。18は砂岩製の石皿である。
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第156図 SA‐ 2出土遺物実測図 (土器 :S〓 1/3、 石器 :S=1/4)
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第157図 SA‐3実測図 (S〓 1/60)、 及びSA‐3出土遺物実測図 (土器 :S=1/3、 石器 IS=2/3)

SA口3

A区の西側、SA-2か ら西へ約 1.5mの地点に位置する。プランは長方形である。南側の壁の

一部が張り出す形態となつている。SA-1と ほぼ同様のプランを呈する。規模は長軸4.75m、 短

軸3。 20m、 検出面から床面までの深さは0。 20mで ある。柱穴は不規則に配置されており、 8本

検出された。柱穴の規模は、径0。 20～ 0。 40m、 深さ0。 30～ 0。 58mである。住居中央部から焼

土が検出された。埋土中から弥生土器片数点が出土した。しかし、出土した土器は細片がほとん

どであり、図化できるものが少なかつた。

19020は甕である。19は口唇部に刻目突帯文をもつ。残存状況はあまり良くないが、口縁部

下位にも突帯をもつようである。刻目は縦方向に施す。外面調整はヨヨナデ、内面調整はナデで

ある。20は はねあげ口縁をもつものである。口唇部は平坦である。外面調整はナデ、内面調整

は横方向のハケメである。21は壺の口縁部である。口縁部が鋤先状を呈するものである。口縁

部内面に突起をもつ。調整は内外面ともナデである。22はチャート製の打製石鏃である。最大

幅は胴部中央よりやや下位にある。基部には非常に浅い快りがはいる。いわゆる「帖地型石鏃A

タイプ」である。縄文時代早期に概当する遺物であり、SA-3に伴うものではない。

L=82.90m
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第158図 SA‐ 5実測図 (S=1/60)、 及びSA‐5出土遺物実測図 (S〓 1/3)

SA‐5

A区の南西に位置する。竪穴状遺構が2基切りあつている可能性があるが、撹乱の影響で明確

なプランは確認でき.なかつた。規模は長軸4.00m、 短軸残存長3.60mである。検出面から床面

までの深さは0。 10m～ 0。 18mである。柱穴は検出されていない。埋土中から弥生土器片数点が

出土した。

23～26は甕である。23は口縁部である。口唇部は平坦面をもつ。調整は内外面とも板状工具

によるナデである。24は胴部である。縦位の刻目突帯文をもつ。外面調整はナデ、内面調整は

ナデ・板状工具によるナデである。25026は底部である。25の調整は内外面ともナデである。

26はややあげ底で脚台状を呈する。調整はナデ 0横方向のハケメである。27・ 28は壺の回縁部と

思われる。口唇部はヨコナデによりわずかに凹む。外面調整はナデ 0横方向のハケメ、内面調整

はナデである。29は壺の底部である。外面に縦方向のミガキを施す。30は小形壺の口縁部と思

われる。精製された胎土で、器壁も薄い。口縁直下に穿孔をもつ。調整は内外面ともナデである。

31は把手付甕である。口縁部は短く、 くの字状を呈する。口唇部は平坦である。胴部上位に把

手がつくものと思われる。
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第159図 SA‐6実測図 (S=1/60)、 及びSA‐6出土遺物実測図 (S=1/3)

SA‐6

A区のほぼ中央に位置する。本住居址はSA-2に 切られる形で検出された。プランは、遺構の

大部分を消失しているため不明である。規模は長軸残存長2.65m、 短軸残存長0。 95m、 検出面

から床面までの深さは0。 20mで ある。柱穴は検出されていない:埋土申からは土器片が出土し

たが、いずれも細片で図化できるものはなかった。そのため、本来SA-6に 帰属する遺物と考え

られるSA-2出上の弥生土器片について詳述する。

32～40は甕である。32は 口唇部と口縁部下に縦位の刻目突帯文を施す。外面調整は突帯部分

がヨヨナデ、胴部が斜位のハケメである。内面調整はナデである。33～35は、逆 「L」 字状を

呈する口縁部である。33の調整は内外面ともヨヨナデである。34の 口縁部内面はわずかに張り

出す。調整は内外面ともヨコナデである。35の調整は内外面ともナデである。36は山ノロ式土

器の口縁部である。胎土に金雲母を含む。口唇部は強いヨヨナデにより凹線状にくぼむ。37は

三角突帯をもつ胴部である。36と 同様の胎土であることから山ノロ式土器の可能性が高いと思

われる。調整は内外面ともナデである。38039は底部片である。38は上げ底で端部がわずかに

張 り出す。調整はナデである。39は上げ底で脚台状を呈する。調整はヨヨナデ 0ナデである。

40～43は壺である。40は短頸壺の口縁部である。外面調整はナデ、内面調整はナデ・横方向の

ハケメである。41は頸部である。外面調整はハケメ、内面調整がナデである。42043は底部で

ある。調整は内外面ともナデである。44は高外である。口縁部は短く、斜め上方に延びる。調

整は内外面ともナデである。
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第 2節 土坑
SC口10

A区南西に位置する。プランは不整円形である。断面形状は皿状を呈する。規模は径2,20m

である。検出面から床面までの深さは0。 26mで ある。床面から長軸0.53m、 短軸 0。 37m、 深さ

0。40mの竪穴が 1基、長軸 1.1lm、 短軸 0。 62m、 深さ0。 43mの竪穴が1基の計 2基が検出され

た。土坑中央部から焼土が検出された。

45～ 49、 52053は甕である。45は はねあげ口縁である。外面調整はナデ 0板状工具によるナ

デである。内面調整はナデである。46047は 49と 同タイプの甕の回縁部であろう。46・ 47と も

に外面調整が横方向の板状工具によるナデ、内面調整がナデである。48・ 49は胴部上位に最大

径をもつ甕である。48は頸部に明瞭な稜線をもつ。口縁部は外傾し、端部は丸 くおさめる。外

面調整は縦方向・斜方向の板状工具によるナデ、内面調整はヨヨナデである。内面には接合痕が

残る。49は頸部があまりくびれず、明瞭な稜線をもたない。口縁部は外傾し、端部は丸くおさ

める。調整は内外面ともにヨヨナデ及び横方向の板状工具によるナデである。内面には接合痕が

残る。52・ 53は頸部に刻目をもつ甕である。52は横方向、53は斜方向の刻目をもつ。50は壺で

ある。調整は内外面とも板状工具によるナデである。51は浅鉢の口縁部と思われる。調整は内

外面ともナデであるが、口唇部のみミガキを施す。 ~

L=82.90m

第160図 SC‐10実測図 (S=1/30)
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第161図 SC‐10出土遺物実測図① (S=1/3)
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第162図 SC‐10出土遺物実測図② (S=1/3)

第14表 弥生土器・土師器観察表
遺構

No

出土

地点
器種

残存

部位

文様及び調整 色調 法量 (cm)
備考

遺物
整理
No外面 内面 外面 内面 口径 底径 器高

1 SAl 甕 口縁部 ヨコナデ・ナデ ヨコナデ 7.5)纏肇
4/3
ι墨 儡 603

2 SAl 甕 口縁部 ナ デ ナ デ 孔ざ聡鎖ヽ魂黎 .lW名 604

3 SAl 高坪 脚裾部 ヨヨナデ。ナデ ナ デ .1露経留藉
lM2 605

4 SA2 甕 口縁～胴部 板状工具によるナデ ナデ 孔瑠 ろざ聡α芦躍分 18.8 反転復元。スス付着。 274

5 SA2 甕 口縁～胴部 ナデ。指オサエ ナデ,ハケメ ろざ聡⊂ヽ沐分 孔ξ聡⊆芦璃躾 628

6 SA2 甕 底部 ナ デ ナ デ 孔ざ聡鎖奮1装
lM2 644

7 SA2 甕 底部 ナデ・指オサエ ナ デ 孔ざ聡⊆ドX夢 1鶏 625

8 SA2 小形鉢 口縁～底部 ナ デ ナ デ
5Y76/6 孔ざ聡⊆背黎妻 272

9 SA2 浅鉢 口縁～胴部 ヨヨナデ・ナデ ヨコナデ・ナデ・三∫Ⅳ凩K程 孔緊踏
10 SA2 小形鉢 口縁～底部 ナ デ ナ デ 孔墨聯 ζ墨聯 12.8 273

SA2 小形丸底壺 口縁～底部 ナ デ ナデ 孔ξ聡鎖卜11 ・1露各
g経 15.7 4.5 4.5

12 SA2 小形丸底壺頸部～底部 ナ デ 強い指ナデ ζ瑠
lM2 270

13 SA2 小形丸底壺 口縁部 ナ デ ナ デ ろ塁畔 ζ墨聯
14 SA2 小形丸底壺 口縁部 ナデ ナデ

・生露餐警繕 孔墨階
15 SA2 小形丸底壺 口縁部 ヨコナデ ヨコナテ ろざ聡鎖ヽ誕夢 孔瑠 636

16 SA2 高不 脚部 ナデ 17珊ラ暴ケ牌 笹 にぶ子み等渇 626

17 SA2 _チュア土器 底部 ナ デ ナ デ 覇繁暫 .基鶏鶴
19 SA3 甕 口縁部 ヨコナデ ナ デ .1∫Ⅳ飛藝名 .1∫Ⅳ凩屹絶 606
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遺構

No

出土

地点
器種

残存

部位

文様及び調整 色調 法量 (cm)
備考

遺物
整理
No外面 内面 外面 内面 口径 底径 器高

20 SA3 甕 口縁部 ナ デ ハケメ ζ瑠 1鶏
21 SA3 壺 口縁部 ナデ ナデ ζ墨畔 孔盤 607

23 SA5 甕 口縁部 板状工具によるナデ ハケメ .1露径g継 2難β
24 SA5 甕 胴部

ヨ コ ナ デ・

刻 目 突 帯 文
阪状工具による
ナデ・ナデ ζ瑠 ζ瑠

25 SA5 甕 底部 ナ デ ナデ
lM2 10m/1

26 SA5 甕 底部 ハケメ。ナデ .1露経署名
27 SA5 壺 口縁部

ヨコナデ・
ハケメ・ナデ ナデ ζ緊蒲 ζ瑠 スス付着。

28 SA5 一空 口縁部
ヨ コ ナ デ ・

ハケメ・ナデ ナデ 孔瑠 ζ瑠 スス付着。

29 SA5 一霊 底部 ミガキ ナデ Zざ聡頓芦躍熙・lm藉
30 SA5 小形壺 口縁部 ナ デ ナデ

7.5硝甚計6/5 ζ瑠 穿孔アリ。 614

31 SA5 甕 口縁～胴部 ハケメlナデ ハケメ'ナデ 孔瑠 ζ瑠 把手付。

32 SA2 甕
・
口縁～胴部

ヨ コ ナ ,デ・刻 目

突 帯 文 ・ハ ケ メ ナデ ι豊露番警匙 ι:露経筈経 SA6に帰属する遺物と考えられる。

33 SA2 甕 口縁～頸部 ヨコナデ | ヨコナデ lM2 足露経留経 SA6に帰属する遺物と考えられる。 634

34 SA2 甕 口縁～頸部 ヨコナデ ヨコナデ 11露径g縫 ζ瑠 SA6に帰属する遺物と考えられる。

35 SA2 甕 口縁～頸部 ナデ ナデ ilT得留匙・豊露経
g経 SA6に帰属する遺物と考えられる。

36 SA2 甕 口縁～頸部 ヨコナデ ヨコナデ ζ難
2.鼈 /6

S蝸に帰属する遺物と考えられる。胎土に金雲母を含む。

37 SA2 甕 胴部 ナデ ナデ
7.5P/4

ろ瑠 S調に帰属する遺物と考えられる。胎上に金雲母を含む。 649

38 SA2 甕 底部 ナ デ ζ瑠 SA6に帰属する遺物と考えられる。反転復元。 640

39 SA2 甕 底部 ヨヨナデ・ナデ ナデ ・1露径饗穐 ζ瑠
SA6に帰属する遺物と考えられる。反転復元。 627

40 SA2 壺 口縁～頸部 ナデ ハケメ̀ナデ
7.5;/3

ζ瑠 SA6に帰属する遺物と考えられる。

41 SA2 十里 頸部 ハケメ ナデ 謹露得警繕 ・1鶯 藉 SA6に帰属する遺物と考えられる。スス付着。 646

42 SA2 一霊 底部 ナ デ ナデ 艦露経筈経
lM2 SA6に帰属する遺物と考えられる。 642

43 SA2 一亜 底部 ナデ ナデ ζ緊聯
7.5切 /3 SA6に帰属する遺物と考えられる。 641

44 SA2 高不 口縁部 ヨヨナデ ヨコナデ ι墓鼈 1鶏 SA6に帰属する遺物と考えられる。 643

45 SC10 甕 口縁部 品騨鼈 ナデ
2ξ諧 2.5mぎ 1 スス付着。

46 SC10 甕 口縁部
ナデ・板 状工
具 に よるナデ ナデ .1露径g匙 lM2

47 SC10 甕 口縁～頸部
ナデ・板 状工
具 に よるナデ ナデ .1露径警藉 .1露餐留藉

48 SC10 甕 口縁～胴部
ナ デ・板 状 工

具 に よ る ナ デ
ヨヨナデ
・墨鼈

7.534/3 28.6 スス付着。反転復元。 790

49 SC10 甕 口縁～胴部
ヨヨナデ.ヨコナデのち指オサ
エ・板状工具によるナデナデ

ヨヨナデ・板状
工具によるナデ ζ瑠 ζ瑠 スス付着。反転復元。

50 SC10 十霊 頸部～胴部
板 状工 具
に よるナデ

一̈
ιlT径留穐

7.寝暫/2 624

51 SC10 浅鉢 口縁部 ミガキ。ナデ ナデ ι墨‰
7.5;/3

52 SC10 甕 頸部～胴部
ヘラ城工具による刻目
・板状工具によるナデ ナデ ζ瑠 1鶏 622

53 SC10 甕 頸部～胴部 ナデのち指オサ
エ・板状

工具による刻日・ナデ ナデ
7.5LR4/3

霙
/3 スス付着。

第15表 弥生・古墳時代遺構内出土石器計測表

遺物

No.
整理

No.
器  種

遺構

番号
石  材

長

(cm)

幅

(cm)

厚

(cm)

重
０

備 考

18 95 石 皿 SA-2 砂岩 23.35 18.25 4。 9 3650

22 885 打製石鏃 SA-3 チャート 3.1 1.3 0.4 1.4 帖地型石鏃A
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図版55 A区竪穴式住居跡群 (南西から)

図版56 A区竪穴式住居跡群 (東から)
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図版57 SA…1完掘状況 (西から)

図版59 SA‐2完掘状況 (南から)

図版58 SA-2・ 6検出状況 (南から)

図版60 SA‐3完掘状況 (西から)

図版62 SA‐6完掘状況 (南から)図版61 SA…5完掘状況 (東から)

図版63 SC-10遺物出土状況 (南から)
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図版64 SC… 10完掘状況 (南から)



図版65 SA‐ 1 0SA¨ 2 0SA‐ 3 0SA‐ 5出土遺物
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図版66 SA‐ 5 0SA‐ 6 0SA‐10出土遺物
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図版67 SA‐ 2出土遺物

図版68 SC‐ 10出土遺物
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第 5章  まとめ

縄文時代早期の石鏃について

船引地区遺跡群の縄文早期の調査においては早期前葉～後葉までの土器が同一層から混在して

出土するという状況がよく見られる。そのため遺構や土器以外の遺物についての時期の特定が困

難になつている。本遺跡の整理作業に当たり土器の平面分布を検討した結果、遺物が多く出土し

たAOB区 では早期中葉～後葉の土器が混在する状況であつた。しかし、COD・ GOH区 にお

いては早期中葉の土器が集中する区域と早期後葉の土器が集中する区域がある程度分離するとい

うことが判明した。このような土器の平面分布に石鏃の平面分布を重ね合わせ、本遺跡における

縄文早期の石鏃の形態や使用石材の傾向について検討を試みる。単純に土器と石器の平面分布を

重ね合わせて時期を特定することの問題はあると思われるが、本遺跡での成果を今後の船引地区

遺跡群の整理作業に活かせればと考えている。

なお本遺跡においては早期前葉の土器の出土量が早期中
。後葉の土器の出土量と比べると極端

に少なく、また平面分布も早期中
。後葉の土器の平面分布と重なるという状況である。そのため

早期前葉の土器の分布から石鏃の様相を把握することが困難であり、今回は早期前葉の土器の平

面分布を使用して石鏃の検討を行うことはしなかつた。一応土器の出土量から本遺跡の早期前葉

の頃は主体となる時期ではなかつたと考えておきたい。

それでは早期の中・後葉の資料について検討を行う。早期中葉の土器 (下剥峰式
。桑ノ丸式 0

押型文土器)は G区の西側に分布を集中させている。早期中葉の土器と分布の重なる石鏃に注目

すると、H類や西北九州産や桑ノ本津留産の黒曜石を使用するものが見られ、槍先形尖頭器も確

認されている (第 163図 )。 また早期後葉の土器 (平権式
0塞ノ神式)は、 G区の東側やC・

D:H区 に集中している。早期後葉の土器と重なる石鏃に注目すると、Ⅲ類や安山岩 (サヌカイ

トを含む)を使用するものが見られる。また出土点数が多くない為はつきりとした傾向は見られ

ないが、砂岩製のものも分布が重なるようである (第 164図 )。

このような結果をまとめると、使用石材については早期中葉の時期において桑ノ本津留産
・西

北九州産の黒曜石の使用が特徴的であり、後葉になると安山岩や砂岩の使用が特徴的になる可能

性がある。また形態については早期中葉にはⅡ類が特徴的であり、槍先形尖頭器も見られる。そ

して後葉になるとⅢ類が特徴的になるという傾向が想定されるだろう。一応縄文早期における土

器と石鏃の平面分布を重ね合わせ石鏃の形態や使用石材の傾向をいくつか考察することができ

た。しかし早期前葉の資料が混在している可能性を無視している点、早期中
。後葉の土器の平面

分布は完全に離れていないという点、使用石材の分析は肉眼観察によるという点、本遺跡では姫

島産黒曜石製の石鏃が土器の分布から離れる傾向があり、土器との検討ができなかつた点などの

問題点も多く、課題を数多く残すこととなつた。

これらの課題も今後の船引地区遺跡群の整理を進めていく上で少しずつ解決していきたい。
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□…石鏃Ⅱ類

▲・̈槍先形尖頭器

●…西北九州産黒曜石製石鏃

●…桑ノ木津留産黒曜石製石鏃

+…早期中葉土器

(下剥峰式・桑ノ丸式・押型文土器 )

0                  50m

第163図 縄文時代早期中葉の土器と石鏃 (S=1/1,200)

-176-



▲…石鏃Ⅲ類
‐
l…安山岩製 (サヌカイ トを含む)石鏃
●…砂岩製石鏃

○ 。̈早期後葉土器

(平権式・塞ノ神式土器 )

o                   50m

第164図 縄文時代早期後葉の土器と石鏃 (S=1/1,200)
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当台地上における縄文時代早期の集石遺構使用時期について

今回は、隣接する坂元遺跡 (『清武町埋蔵文化財調査報告書第 15集 坂元遺跡』参照)と ともに、
当台地上における縄文時代早期の集石遺構の使用時期について考えていきたい。

当台地上で掘り込みを持つ集石遺構が営まれはじめるのは、自然科学分析等の裏付けはないも

のの層位的な判断で草創期であると推測される(坂元遺跡 E ttSI-72)。 この層位で検出されてい

る集石遺構は当台地上で数基だが、いずれもかなり小規模で、蒸し焼き料理を行つた施設として

はやや考えにくいものばかりである。

縄文時代早期になると、まず9700年BP頃に使用された可能性の高い集石遺構が両遺跡で10

基程確認されている。この時期の集石遺構は、草創期の集石遺構と比較すると極めて大型な掘り

込みを持ち、複数回の使用を想像させるかなり破砕した焼礫が掘り込みの中央部に集中している。

又、埋土も炭化粒を多量に含んだやや粘性のあるもので、これらの特徴からみて蒸し焼き料理を

行つた施設と考えてまず間違いないであろう。

その後、9700年BP頃から8700年BP頃にかけて使用された可能性の高い集石遺構が当遺跡及

び坂元遺跡E区で多数検出されているが、掘り込みは持つものの底石は配置していないタイプが

ほとんどである。底石を配置しているタイプの集石遺構が使用されはじめるのは8700年BP頃か

らで、そのピークは8300年BP～ 8200年BPで あるが、このピーク時の集石遺構はいずれもかな

り大型のものである。

各遺跡の出土土器とあわせて考えると、貝殻円筒形土器の前半に位置する土器が主流の調査区

では掘り込みは持つものの底石は配置していないタイプがほとんどで、押型文土器が主流の調査

区ではかなり大型で底石を配置しているタイプの集石遺構が多く検出されているという傾向がみ

られた。

第16表 集石遺構使用時期予想図 (坂元遺跡・山田第 1遺跡)
9700       9500
年BP        ttBP

9000
年BP ８５。。響

8000
年BP

坂元遺跡 B区

13基中5基が底石を配置している
8基        5基

二II三二三二III::三二I三二IIIIIIIIIIIIIE I I

出土土器の特色
最も多数出土しているのは押型文土器で、貝殻円筒形土器では下剥峯式・桑ノ丸式土器が多く出土している。平権式土器はほと
んど見当たらず、塞ノ神式土器は押型文土器ほどではないが出土している。

坂元遺跡 E区
43基中4基が底石を配置している

|

出土土器の特色
岩元式・前平式・知覧式・下剥峯式・桑ノ丸式など貝殻円筒形土器が主な出土土器である。押型文土器・塞ノ神式土器についても貝
殻円筒形土器ほどではないが出土している。

山田第 1遺跡

出土土器の特色

71基中 7基が底石を配置している
2基 5基

L■11、三二、二、■1、1■1.1
-1■

■1三二二、三二二、1■■■■■■

貝殻円筒形土器、押型文土器いずれも出土しているが、押型文土器の方が多く出土している。平権式土器はごくわずかな出土だ
が、塞ノ神式土器については極めて多量に出土している(特に撚糸文系)。

自然科学
分析結果

l

知覧式土器
9290～9250年±40BP

l

桑ノ丸式土器
8400年±40年BP

*LitIIII]は、自然科学分析の結果から推
'貝

」した9700年 BP～ 8000年BPにおける各遺跡の集石遺構使用時期幅である。
IIII二 については、全ての集石遺構を分析したわけではないので、時間幅が広がる可能性があるという意味である。
又、■■■■■ は、底石を配置している集石遺構(分析結果が得られた分に限る)の使用時期の時間幅を表している。
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弥生・古墳時代の遺構群について

弥生～古墳時代に該当する遺構として、竪穴式住居 5軒、土坑 1基が検出された。使用の同時

性を保証する遺構内の床面出上の遺物は少なく、決して良好な状況とはいえない。しかし、本遺

跡の所在する船引台地上では、当時期の遺構の検出例が少ないため、本遺跡の資料が船引台地上

の弥生・古墳時代の様相を明らかにするうえで、重要な資料となりうるだろう。そこで、検出さ

れた遺構の時期について、出土した土器をもとに検討していきたい。

まず住居の時期であるが、SA-1・ SA-3の時期は、出土した遺物が少なく、破片も小さいため、

時期の認定が難しい。SA-2か らは、口縁部が長くのび、立ち上がるタイプの甕 (4)や小形丸

底壺が出土している。このことから、SA-2の時期は古墳時代前期頃と考えられる。SA-5か らは、

中溝式と思われる刻目突帯を巡らす甕の胴部片 (24)や脚台状を呈する甕の底部片 (25)力 S出

土している。このことからSA-5の時期は、弥生時代中期後半～後期前半頃と考えられる。SA―

6からは、逆 「L」 字状を呈する甕の口縁部 (33・ 34)や山ノロ式土器の甕の口縁部 (36)力 S

出土している。このことからSA-6の時期は、弥生中期後半頃と思われる。

次に土坑の時期について検討したい。SC-10か らは弥生時代終末期～古墳時代前期頃にみら

れる口縁部がやや長く、外反するタイプの甕 (48049)力 S出土している。一方で、弥生時代後

期前葉～後葉頃にみられる頸部に刻目をもつタイプの甕 (52053)も 出土している。土器の残

存状況や接合状況から、SC-10の時期は弥生時代終末期～古墳時代前期頃と考えられる。この

時期の土坑から頸部に刻目をもつタイプの甕が出土した理由として、流れ込みの遺物であること、

もしくは弥生時代終末期～古墳時代前期頃まで残ることが可能性として挙げられる。しかし、口

縁部が残存していないため、判断することが難しい。

このように、遺構内から出土した土器の検討から、山田第 1遺跡における遺構の時期は、弥生

時代中期後半～後期前半頃 (SA-50SA-6)と 弥生時代終末期～古墳時代前期頃 (SA-20SC―

10)の大きく二時期にわけることができる。近隣の遺跡をみてみると、宮崎市椎屋形第 1遺跡、

宮崎市田野町ズクノ山第 1遺跡、清武町須田木遺跡で弥生時代中期～後期の住居が検出されてい

る。こうした近隣の遺跡と比較・検討し、船引台地上における弥生・古墳時代の様相を解明して

いくことが今後の課題である。

把手付甕 (第158図31)について

SA-5か ら出土した把手付甕 (第 158図 31)の類例を宮崎県下で探したが、現状では確認する

ことができなかつた。視野を広げてみてみると、徳島県矢野遺跡などで類似した形態をもつ甕を

確認することができた。阿波地域では、弥生時代中期後葉頃に、甕や鉢に把手の付いた形式が目

立つようである (註 1)。 把手付甕の時期は、SA… 5か ら出土した他の遺物の時期と矛盾はない。

しかし、SA-5か ら出土した把手付甕と阿波地域の把手付甕を比較すると、口唇部形態に違いが

みられる。また、在地の土器と同様の胎土で製作されていることをあわせて考えると搬入品とは

言いがたいが、阿波地域の影響をうけた土器の可能性は高いだろう。

註 1 近藤 玲 2004 「阿波の弥生中期中葉～後期初頭の土器」『弥生中期の併行関係』第53回埋蔵文化財研究集会 埋蔵文化財研究会
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清武町、山田第 1遺跡における自然科学分析

株式会社 古環境研究所
I.山田第 1遺跡における放射性炭素年代測定
1.試料と方法

試料名 地点 遺構 種類 前処理 。調整 測定法

NQ l YD l SI-7 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

NQ 2 YD l SI-8 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 Ah/1S

NQ 3 YD l SI-15 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AMS

No 4 YD l SI-18 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 Ah/1S

NQ 5 YD l SI-28 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 ハさッIS

NQ 6 YD l SI-39 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

No。 7 YD l SI-45 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 馴 S

No。 8 YD l SI-47 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

NQ 9 YD l SI-54 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AN/1S

れ,10 YD l SI-57 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 馴 S

れ 、 11 YD l SI-61 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

鶴.12 YD l SI-62 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 ANIS

雨.13 YD l SI-65 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AVIS

NQ14 YD l SI-67 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

雨。15 YD l SI-68 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 劇 S

NQ16 YD l SI-71 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AVIS

ヽ、17 YD l SI-73 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

鶴.18 YD l SC-12 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AVIS

巡、19 YD l SC-13 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

NQ20 YD l SC-14 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 AR/1S

NQ2 1 YD l SA-2 炭化物 酸一アルカリー酸洗浄,石墨調整 Ah/1S

馴 S:加速器質量分析法 (Accelerator Mass Spectrometry)
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2.測定結果

調名どヅ )

ИC年代
(年BP)

δ13c

(%o)

補正ИC年代
(年BP)

１
上

暦年代 (西暦 )
σ:680/0確率, 2σ :950/0確率 )

れ 、 1 202894  8760± 50 -27,2 8720± 50 交点 :cal BC 7740
l σ lcal BC 7800-7620
2 σ lcal BC 7950-7600

NQ2 202895  8730± 40 -26.6 8700± 40 交点 :cal BC 7720
lσ :cal BC 7760-7610

2 σ lcal BC 7810-7600

No 3 202896  8760± 50 -27。 1 8730± 50 交点 :cal BC 7750
l σ lcal BC 7810-7630
2σ :cal BC 7960-7600

NQ4 202897  8770± 40 -27.2 8730± 40 交点
lσ

2σ

:cal BC 7750
1 cal BC 7800… 7650
1 cal BC 7940-7610

NQ 5 202898  8800± 50 -26。 6 8770± 50 狡:メミ:cal BC 7800
:cal BC 7950-7740
1 cal BC 8160-8130,7980-7620

lσ

2σ

NQ 6 157097  8300±40 -28,0 8250± 40 交点 :cal BC 7310
:cal BC 7340¨ 7190
1cal BC 7450-7390,7370-7140

σ

σ

ｌ

２

NQ 7 157098  8350± 40 -28.3 8300± 40 交点 :cal BC 7340
lσ :cal BC 7460¨ 7320
2σ :cal BC 7490-7280,7230-7190

阻 8 157099  8300±40 -25。 8  8290± 40     交点::cal BC 7340
l σ lcalBC 7450… 7390,7370-7310
2 σ lcalBC 7480… 7190

No,9 157100  8440±40 -26。 4 8420± 40 交点 :cal BC 7520
lσ :cal BC 7540-7490

2 σ lcalBC 7560-7460

No1 0  157101  8360± 40 -26。 2 8340± 40 交点 :cal BC 7460
lσ :cal BC 7490-7340

2σ :cal BC 7520-7320

No,11  157102 8410± 50 -27,8 8360± 50 交点 :cal BC 7470
l σ lcalBC 7510-7430,7420… 7350
2 σ lcalBC 7540-7320

NQ12  157103  8390± 40 -25.5

一-181-一

8380± 40 狡:メミ:cal BC 7490
lσ :cal BC 7520-7460

2σ :cal BC 7540-7340



調名濯ぎ認ヒ)婆覇肇野 慌F η理鱈「,(lσ 68棚 ワ『も5嚇莉
m13 157104 9530± 40  -25。 6  9520± 40     交点 :cal BC 8790

lσ :cal BC 9100-9010,8820-8760

2 σ lcal BC 9130-8980,8920-8730

m14 157105 8660± 40  -27。 1  8630± 40     交点 :cal BC 7600
lσ :cal BC 7620-7590

2σ :cal BC 7730-7580

NQ1 5  157106  8370± 40  -28。 1  8320± 40  ,ミリミ :Cal BC 7450,7400,7360
lσ :cal BC 7470¨ 7330
2 σ lcal BC 7500-7300

No16  157107 9540± 50  -26。 3  9520± 50      交点::cal BC 8790
lσ :cal BC 9110-9000,8830-8750
2 σ lcal BC 9140… 8970,8940-8710

NQ1 7  157108 9600± 40  -26.1  9580± 40 交点 l cal BC 9120,9000,8890,8880,8840
lσ :cal BC 8480-8300

2σ :cal BC 8570… 8280

NQ1 8  202899  7850± 40  -26.2  7830± 40       ,こり煮 :Cal BC 6650
lσ :cal BC 6680-6630

2σ :cal BC 6710-6580

m19 157109 9690± 40  -26。 7  9660± 40     交点 :cal BC 9180
lσ :cal BC 9210… 9140,8970-8940
2σ :cal BC 9230¨9120,9000‐ 8890,8880‐ 8840

NQ20  157110  8290± 40  -26.2  8270± 40       ,こり煮 :Cal BC 7320
lσ :cal BC 7430-7420,7350-7290
2σ :cal BC 7470-7170

m21 202902 1770± 40  -27。 9  1720± 40      交点 :cal AD 340
lσ :cal AD 250-390
2σ :cal AD 230-410

(1)ИC年代測定値

試料の14c/12c比から、単純に現在 (AD1950年 )か ら何年前かを計算した値。14cの半減期

は、国際的慣例によりLibbyの 5,568年を用いた。

(2)デルタδ13c測定値

試料の測定14c/12c比を補正するための炭素安定同位体比 (13c/12c)。 この値は標準物質

(PDB)の 同位体比からの千分偏差 (‰)で表す。
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(3)補正14c年代値

δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、
14c′2cの測定値に補正値を加えた上で算

出した年代。試料のδ
13c値を-25(‰)に標準化することによつて得られる年代である。

(4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中
14c濃度の変動を較正することにより算出した年代 (西

暦)。 calは calibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の
14cの詳

細な測定値、およびサンゴのU一 Th年代と
ИC年代の比較により作成された較正曲線を使用した。

暦年代の交点とは、補正
14c年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1シグマσ

(68%確率)と 2σ (95%確率)は、補正14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の

幅を示す。したがつて、複数の交点が表記される場合や、複数のlσ
・2σ値が表記される場合

もある。

文 献

Stuiver et al.(1998),INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration,Radiocarbon,40,p.1041-1083.

中村俊夫 (1999)放射性炭素法.考古学のための年代測定学入門.古今書院,p.1‐ 36。

H.山 田第 1遺跡における樹種同定
1口 はじめに
本材は、セルロースを骨格とする本部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同

定が可能である。本材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては本材の利用状況や流通を探る手が

かりとなる。

2口  言式沐斗

試料は、縄文時代早期の集石遺構などから採取された炭化材 15点である。

3.方法

試料を割折して炭化材の新鮮な横断面 (本国と同義)、 放射断面 (柾目)、 接線断面 (板目)の

基本三断面の切片を作製し、落射顕微鏡によつて50～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形

質および現生標本との対比によつて行つた。炭化種子については、肉眼及び双眼実体顕微鏡で観

察し、形態的特徴及び現生標本との対比によつて同定を行つた。
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4.結果

表 1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

ツブラジイ CastanOpsis cuspidata Schottky ブナ科 図版 1
横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部で

小道管が火炎状に配列する。放射組織は単列のものと集合放射組織が存在する。放射断面 :道管

の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなり、同性放射組織型である。接線断面 :放射組織

は同性放射組織型で、単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よリツブラジイに同定される。ツプラジイは関東以南の本州、四国、九州に分布す

る常緑の高本で、高さ20m、 径1.5mに達する。材は耐朽性、保存性低く、建築材などに用いら

れる。

コナラ属コナラ節 QuercuS Secto Prinus ブナ科 図版 2
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～ 2列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張

った小道管が火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面 :

道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、

単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリヨナラ属ヨナラ節に同定される。コナラ属ヨナラ節には、カシワ、コナラ、ナ

ラガシワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高本で、高さ15m、

径60cmぐ らいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。

ヨナラ属クヌギ節 QuercuS Secto Aegilops ブナ科 図版 3
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～ 2列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い

小道管が単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放

射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリヨナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節には、クヌギ、アベマキが

あり、本州、四国、九州に分布する。落葉の高本で、高さ15m、 径60cmに達する。材は強靭で

弾力に富み、器具、農具などに用いられる。

ブナ科  Fagaceae

横断面 :部分的ではあるが大型の道管と火炎状に配列する小道管が見られる。放射断面 :放射

組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よリブナ科のクリ、シイ属、ヨナラ属コナラ節のいずれかであるが、試料が小片で

保存状態が悪いことから、ブナ科の同定にとどめた。
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散子Ltt diffuse一 porous wood

横断面 :小型の道管が散在する。放射断面 :道管と放射組織が存在する。接線断面 :道管と多

列幅の放射組織が存在する。

以上の形質より散孔材に同定される。散孔材には広葉樹の多 くの樹種が含まれるが、本試料は

小片で保存状態が悪いことから、散孔材の同定にとどめた。

樹皮  bark

師部柔細胞、師部放射柔細胞が見られる。以上の形質より樹皮と考えられるが、樹種の同定に

は至らなかつた。

(炭化種子) |

不明 unknown

炭化による変形が著しく、同定には至らなかつた。

5.所見

分析の結果、コナラ属ヨナラ節 6点、ブナ科 (ク リ、シイ属、コナラ属ヨナラ節のいずれか)

6点、コナラ属クヌギ節 1点、ツブラジイ 1点、散孔材 1点、樹皮 1点が同定された。

このうち、コナラ属ヨナラ節とヨナラ属クヌギ節は、日当たりの良い山野に生育する落葉高本

で、温帯ないし冷温帯を中心に分布し、二次林要素も含まれる。放射性炭素年代測定 (第 I章 )

では、おおむね9,000年BP前後の年代値が得られている。なお、コナラ節やクヌギ節の種実

(ド ングリ)は、水さらしや加熱処理などのアク抜きをしないと食用にならない。

ツプラジイは、温帯下部の暖温帯に分布する常緑高本で、西南日本に分布する照葉樹林の主要

構成要素である。放射性炭素年代測定では、 1,720± 40年BPの年代値が得られている。ツブラ

ジイの種実 (ド ングリ)はヽアク抜きの必要がなく、そのままでも食用となる。

文 献

佐伯浩 。原田浩 (1985)針 葉樹材の細胞。本材の構造,文永堂出版,p.20-48.

佐伯浩 。原田浩 (1985)広 葉樹材の細胞。本材の構造,文永堂出版 ,p。 49-100。

島地謙 。伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧,雄山閣,p。 296
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山田第 1遺跡の炭化材

横断面       :0.4mm
l.YDl SA‐2 ツプラジイ

横断面       :0.4nm
2.YDl SI-8 ヨナラ属ヨナラ節

放射断面      :0.4nlm 接線断面       :0.2111111

放射断面      :0.411m 接線断面      :0.2111111
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